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発がん性が指摘される有機フッ素化合物（PFAS（ピーファス））が、各地の水道水や

河川・井戸から検出されている。 

PFASは、1万種類以上あるとされる有機フッ素化合物の総称で、広く使われてきたのが

PFOA（ペルフルオロオクタン酸）と PFOS（ペルフルオロオクタンスルホン酸）である。 

 

今回は、7 月下旬に近隣の河川水について調査した。 

採水日は２０２４年７月２８日早朝： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

採水地点：富田山城道路の宇佐美ｶﾞｽｽﾀﾝﾄﾞ横    KIOXIA 旧棟からの排水：部田川へ 

 

PFOA： １９０ｎｇ／Ｌ            PFOA： ４１ｎｇ／Ｌ 

PFOS：  0.4ｎｇ／Ｌ             PFOS：  0.9ｎｇ／Ｌ 

 

 

 

 



日本では、水道水の暫定目標値として、この 2 物質合計値が５０ｎｇ／Ｌとしている。 

アメリカの環境保護局(EPA)では、24 年 4 月に飲み水の基準として PFAS、PFOS それぞれ

に４ｎｇ／Ｌ（合計すると８ｎｇ／Ｌ）という規制値を設定している。 

環境省は、PFAS 合計について 100ng/L（PFOS 及び PFOA を含 む 20 PFAS の濃度合算値）

及び 4 PFAS について 20ng/L（PFOS、PFOA、PFNA、 PFHxS の濃度合算値）が規制値とさ

れ、適用はそれぞれ 2026 年及び 2028 年からとされている。 

 

NHKのクローズアップ現代 24年 6月によると、水道水の PFAS状況図は以下： 

 

 

群馬大学教授：鯉淵さん： 

「先週、アメリカへ学会で行ってきたんですけれども、アメリカで、実は検査結果が出まし

て、45%ぐらいの水道水から何らかの PFAS が検出されるという状況になっております。中

央値が、だいたい 7 ナノグラムぐらいということですから、実は、規制値より上になって

います。それが、「水道水はなるべく飲まないようにしましょう」、「フィルターをかけまし

ょう」という形で、高濃度地域では、そういうような呼びかけが実際に行われておりまし

た。」とのことである。 

 

 

 

 

 



今回の事例の計量証明： 

 

 

 

 



 

 

 


